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曹
咏
梅 

提
出 

学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

　
　
『
歌
垣
と
歌
謡
の
日
中
比
較
研
究
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

　

曹
咏
梅
氏
提
出
の
論
文
「
歌
垣
と
歌
謡
の
日
中
比
較
研
究
」
は
、
日
本
古
代
に
見
ら
れ
る

歌
垣
や
歌
掛
け
の
習
俗
を
基
盤
に
生
成
さ
れ
た
恋
歌
の
生
態
に
つ
い
て
、
日
中
の
比
較
的
方

法
か
ら
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
全
体
の
構
成
は
、「
序
論
」
に
続
い
て
第
一
編
で
は
「
歌
垣

と
恋
愛
歌
謡
の
形
成
」
の
題
の
も
と
に
「
第
一
章　

嬥
歌
と
歌
垣
―
東
ア
ジ
ア
の
歌
掛
け
習

俗
を
中
心
に
―
」、「
第
二
章　

山
の
歌
垣
―
古
代
日
本
と
中
国
を
中
心
に
―
」、「
第
三
章　

水
辺
の
歌
垣
―
万
葉
集
の
恋
歌
と
七
夕
歌
の
形
成
―
」、「
第
四
章　

海
石
榴
市
の
歌
垣
―
歌

の
闘
争
を
め
ぐ
っ
て
―
」、「
第
五
章　

門
前
の
歌
―
古
代
日
本
と
中
国
を
中
心
に
―
」、「
第
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六
章　

上
巳
節
―
鄭
国
の
民
俗
及
び
後
世
へ
の
展
開
―
」
が
あ
り
、
第
二
編
で
は
「
民
間
歌

謡
か
ら
詞
へ
」
の
題
の
も
と
に
「
第
一
章　

採
桑
の
文
学
―
神
々
の
授
け
た
恋
愛
歌
―
」、「
第

二
章　

万
葉
集
巻
頭
歌
の
形
成
―
中
国
採
桑
文
学
と
の
比
較
―
」、「
第
三
章　

東
歌
と
季
節

―
三
三
五
二
番
歌
を
中
心
に
―
」、「
第
四
章　

呉
声
子
夜
歌
―
子
夜
四
時
歌
の
形
成
―
」、「
第

五
章　

上
代
日
本
に
お
け
る
『
ふ
り
』
と
『
曲
』」
が
あ
り
、
最
後
に
「
結
論
」
が
置
か
れ

て
い
る
。

　

第
一
編
「
歌
垣
と
恋
愛
歌
謡
の
形
成
」
で
は
、
歌
垣
と
歌
掛
け
の
習
俗
を
基
盤
に
生
成
さ

れ
る
恋
愛
歌
謡
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
章
「
嬥
歌
と
歌
垣
―
東
ア
ジ
ア
の
歌
掛
け
習
俗
を

中
心
に
―
」
は
、『
万
葉
集
』
第
三
期
に
登
場
す
る
高
橋
虫
麻
呂
が
、東
国
の
歌
垣
を
『
文
選
』

に
見
え
る
「
嬥
歌
」
と
い
う
漢
語
を
以
て
記
し
た
意
味
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
こ

の
漢
語
は
中
国
南
方
の
巴
人
の
奇
習
と
と
も
に
記
さ
れ
た
歌
舞
の
様
子
を
意
味
し
た
。
そ
の

巴
人
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
の
が
現
在
の
土
家
族
で
あ
り
、
土
家
族
地
区
に
は
擺
手
舞
と
い
う

歌
舞
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
国
史
書
に
記
録
さ
れ
た
巴
人
の
歌
舞
と
も
合
致
し
、
ま
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た
日
本
の
古
代
文
献
に
見
え
る
歌
垣
（
踏
歌
）
の
記
録
と
も
合
致
す
る
。
高
橋
虫
麻
呂
は
漢

籍
の
知
識
に
基
づ
い
て
日
本
の
辺
境
の
地
の
民
俗
行
事
で
あ
る
歌
垣
を
指
し
て
用
い
た
の
で

あ
る
。

　

第
二
章
「
山
の
歌
垣
―
古
代
日
本
と
中
国
を
中
心
に
―
」
は
、
日
中
の
比
較
を
通
し
て
山

の
歌
垣
の
特
質
を
見
出
し
た
論
で
あ
る
。
そ
こ
で
の
特
徴
は
、
春
と
秋
の
季
節
に
山
と
そ
の

水
辺
で
行
わ
れ
、
男
女
が
集
ま
り
、
歌
を
掛
け
合
い
、
楽
器
が
用
い
ら
れ
、
贈
り
物
が
贈
ら

れ
る
、
と
い
う
こ
と
に
あ
る
が
、
山
の
歌
垣
は
、
も
と
も
と
山
の
神
を
楽
し
ま
せ
る
神
事
的

な
性
格
が
存
在
し
た
と
思
わ
れ
る
。
歌
垣
の
場
で
あ
る
「
山
」
は
、
神
々
の
恋
愛
の
伝
説
を

含
み
も
ち
な
が
ら
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

第
三
章
「
水
辺
の
歌
垣
―
万
葉
集
の
恋
歌
と
七
夕
歌
の
形
成
―
」
は
、「
人
麻
呂
歌
集
七

夕
歌
」
の
中
で
七
夕
に
関
わ
る
語
彙
を
持
た
な
い
歌
が
ど
の
よ
う
に
生
成
さ
れ
て
、
そ
れ
が

ど
の
よ
う
に
七
夕
歌
と
認
定
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
で
あ
る
。「
人
麻
呂
歌
集
」

に
七
夕
語
彙
の
見
ら
れ
な
い
歌
が
存
在
す
る
の
は
、
も
と
も
と
川
辺
で
行
わ
れ
た
歌
垣
習
俗
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に
出
発
し
た
歌
が
、
七
夕
伝
説
の
流
入
に
よ
り
七
夕
歌
へ
と
展
開
を
示
す
こ
と
に
な
っ
た
か

ら
だ
と
想
定
す
る
。い
わ
ば
川
は
恋
す
る
男
女
の
仲
を
隔
て
る
障
害
の
譬
喩
と
し
て
歌
わ
れ
、

川
を
渡
る
こ
と
は
相
手
と
の
愛
の
成
就
を
遂
げ
る
こ
と
に
外
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
に
山
や
川
は
恋
の
障
害
を
象
徴
し
て
お
り
、
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
恋
の
成
就
に
つ

な
が
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
駆
け
落
ち
へ
と
向
か
う
こ
と
を
意
味
し
た
。
日
本

古
代
の
七
夕
歌
の
成
立
す
る
事
情
は
、
中
国
古
代
の
七
夕
伝
説
の
原
形
が
形
成
さ
れ
る
こ
と

と
共
通
す
る
こ
と
、
日
中
に
伝
わ
る
七
夕
伝
説
は
、
各
時
代
に
七
夕
詩
や
七
夕
歌
を
形
成
し

た
が
、
そ
の
背
後
に
い
ず
れ
も
水
辺
の
歌
垣
と
い
う
共
通
し
た
民
俗
的
行
事
が
存
在
し
た
こ

と
を
論
じ
る
。

　

第
四
章
「
海
石
榴
市
の
歌
垣
―
歌
の
闘
争
を
め
ぐ
っ
て
―
」
は
、
海
石
榴
市
の
歌
垣
に
つ

い
て
考
察
し
、
さ
ら
に
古
事
記
・
日
本
書
紀
の
海
石
榴
市
の
歌
垣
に
見
え
る
歌
の
闘
争
に
つ

い
て
考
察
し
た
論
で
あ
る
。
海
石
榴
市
は
他
者
と
出
会
う
交
易
の
場
で
あ
り
、
他
郷
と
接
す

る
交
界
の
場
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
記
・
紀
で
は
海
石
榴
市
の
歌
垣
の
物
語
を
記
録
し
て
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い
る
。
そ
こ
で
は
歌
に
よ
る
激
し
い
闘
争
性
が
認
め
ら
れ
、
歌
垣
が
歌
の
闘
い
を
基
本
と
す

る
こ
と
に
よ
り
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
こ
と
、
こ
の
よ
う
な
歌
垣
の
闘
争
性
は
恋

愛
に
関
わ
る
闘
争
で
あ
り
、
そ
れ
が
同
時
に
人
々
の
娯
楽
性
と
重
な
り
な
が
ら
存
在
し
た
こ

と
を
論
じ
る
。

　

第
五
章
「
門
前
の
歌
―
古
代
日
本
と
中
国
を
中
心
に
―
」
は
、
万
葉
集
の
後
期
に
登
場
す

る
家
持
や
湯
原
王
が
詠
む
〈
門
前
で
帰
さ
れ
る
歌
〉
を
中
心
に
、『
詩
経
』
の
「
門
」
に
ま

つ
わ
る
歌
謡
と
中
国
少
数
民
族
の
妻
問
い
の
習
俗
や
婚
姻
儀
礼
に
歌
わ
れ
る
歌
と
を
比
較
し

な
が
ら
考
察
し
た
論
で
あ
る
。『
万
葉
集
』に
門
前
の
恋
歌
が
類
型
的
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

家
持
の
歌
は
そ
の
系
列
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
う
し
た
歌
は
実
際
の
習
俗
と
し
て

あ
り
得
た
の
か
を
探
る
。『
詩
経
』
で
は
「
東
門
」
や
「
垣
」
な
ど
が
男
女
の
恋
の
場
、
歌

垣
の
場
と
し
て
あ
る
こ
と
、
中
国
西
南
少
数
民
族
に
は
門
前
で
恋
歌
を
掛
け
合
う
習
俗
が
認

め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
中
国
で
は
「
門
」
が
男
女
の
恋
の
場
や
歌
の
場
と
し
て
あ
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
る
。
天
平
時
代
に
は
門
の
前
・
垣
の
前
を
素
材
と
し
た
恋
歌
が
テ
ー
マ
化
し
、
誘
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い
歌
の
形
式
を
形
成
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
背
後
に
は
門
前
の
恋
歌
が
習
俗
と
し
て
存

在
し
た
こ
と
を
論
じ
る
。

　

第
六
章
「
上
巳
節
―
鄭
国
の
民
俗
及
び
後
世
へ
の
展
開
―
」
は
、『
詩
経
』
の
溱
と
洧
の

河
を
詠
ん
だ
歌
謡
を
中
心
に
、
上
巳
の
祓
禊
儀
礼
と
水
辺
の
歌
垣
と
の
関
係
に
つ
い
て
述

べ
、
日
中
に
お
け
る
後
世
へ
の
展
開
に
つ
い
て
概
観
し
た
論
で
あ
る
。『
詩
経
』
の
「
溱
洧
」

詩
は
祓
禊
儀
礼
が
基
盤
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
詩
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
は
歌
垣
の
情
景
を
も
詠

ん
だ
詩
で
あ
る
こ
と
を
推
定
す
る
。
古
代
中
国
の
祓
禊
は
除
災
・
雨
乞
い
・
五
穀
豊
饒
・
求

子
・
結
婚
な
ど
の
要
素
を
含
ん
だ
儀
礼
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
上
巳
は
字
義
か
ら
求
子
に

通
じ
、
上
巳
の
禊
ぎ
か
ら
恋
愛
へ
と
転
じ
た
の
は
禁
忌
か
ら
解
放
さ
れ
た
悦
び
で
あ
る
と
同

時
に
、
求
子
・
結
婚
活
動
の
延
長
線
に
発
展
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
六
朝
時
代
に
は
曲
水
流

觴
の
行
事
、
貴
族
や
文
人
が
詩
を
詠
ん
で
楽
し
む
風
流
韻
事
へ
と
定
着
し
た
。
こ
の
曲
水
の

行
事
は
日
本
に
伝
来
し
、
天
皇
を
中
心
と
し
た
宮
廷
の
行
事
と
し
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
を
論

じ
る
。
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第
二
編
「
民
間
歌
謡
か
ら
詞
へ
」
で
は
、
主
に
民
間
歌
謡
の
生
成
と
民
間
歌
謡
か
ら
詞
へ

の
展
開
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
る
。
第
一
章
「
採
桑
の
文
学
―
神
々
の
授
け
た
恋
愛
歌
―
」
は
、

中
国
侗
族
に
伝
わ
る
古
歌
「
采
桑
之
歌
」
に
注
目
し
て
、
採
桑
が
恋
と
結
び
つ
い
た
理
由
を

追
究
す
る
。中
国
の
採
桑
文
学
は
桑
摘
み
女
と
通
り
が
か
り
の
男
と
の
情
話
が
主
題
で
あ
る
。

『
詩
経
』
の
国
風
歌
謡
に
お
け
る
採
桑
は
男
女
の
恋
愛
の
媒
体
と
し
て
あ
り
、「
七
月
」
詩
に

は
採
桑
説
話
の
先
蹤
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
方
、
侗
族
の
「
采
桑
之
歌
」
に
は
、
桑
摘

み
な
ど
の
生
産
労
働
が
男
女
神
の
恋
愛
の
媒
体
と
し
て
登
場
し
、
男
女
神
に
よ
っ
て
展
開
さ

れ
る
採
桑
説
話
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
ま
た
翁
焦
僚
と
廈
格
女
が
恋
愛
の
神
で
あ
り
な
が

ら
、
農
桑
を
教
え
る
農
耕
の
神
で
あ
っ
た
か
ら
可
能
で
あ
り
、
人
々
に
恋
愛
と
農
耕
の
道
を

案
内
す
る
た
め
の
神
話
世
界
だ
か
ら
可
能
で
あ
っ
た
と
す
る
。

　

第
二
章
「
万
葉
集
巻
頭
歌
の
形
成
―
中
国
採
桑
文
学
と
の
比
較
―
」
は
、
中
西
進
氏
の
論

を
再
確
認
し
な
が
ら
、
巻
頭
歌
が
形
成
さ
れ
る
基
盤
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
巻
頭

歌
の
前
半
は
天
皇
が
菜
を
摘
む
少
女
に
求
婚
を
行
う
場
面
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
採
桑
説
話
と



─ 8 ─

類
似
の
中
に
あ
り
、
そ
の
背
景
と
重
な
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
中
西
進
氏
の
説
は
肯
定
す
べ
き

だ
と
結
論
づ
け
る
。
巻
頭
歌
の
後
半
は
わ
れ
な
る
人
物
、
天
皇
の
名
の
り
で
あ
る
が
、
こ
の

場
面
は
竹
取
の
翁
の
歌
物
語
と
発
想
や
構
造
を
等
し
く
し
な
が
ら
、
農
村
的
行
事
か
ら
王
権

社
会
へ
と
向
か
っ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
春
の
初
め
に
ま
れ
び
と
が
訪
れ
て
予
祝
行
事
を
行

う
民
俗
行
事
を
基
盤
に
し
て
、
一
方
は
竹
取
の
翁
の
話
へ
、
一
方
は
天
皇
が
若
菜
を
摘
む
少

女
に
求
婚
す
る
巻
頭
歌
に
向
か
っ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。 

　

第
三
章
「
東
歌
と
季
節
―
三
三
五
二
番
歌
を
中
心
に
―
」
は
、
東
歌
の
三
三
五
二
番
歌
を

解
釈
し
、
東
歌
と
時
節
の
関
係
に
つ
い
て
考
察
し
た
論
で
あ
る
。
当
該
歌
の
「
ほ
と
と
ぎ
す

鳴
く
声
聞
け
ば
」
は
、
農
の
時
を
知
ら
せ
な
が
ら
も
恋
情
を
引
き
起
こ
す
二
重
性
を
具
え
て

い
る
こ
と
、
つ
ま
り
農
耕
労
働
の
背
景
を
具
有
し
つ
つ
恋
歌
へ
と
向
か
っ
て
い
く
内
容
で
、

当
該
歌
の
よ
う
な
特
質
は
ほ
か
の
東
歌
か
ら
も
確
認
で
き
る
と
す
る
。
東
歌
に
見
え
る
生
産

労
働
の
多
く
は
恋
歌
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
は
労
働
の
時
節
を
表
し
な
が
ら
恋

情
を
引
き
起
こ
す
序
詞
と
し
て
あ
り
、
季
節
感
が
希
薄
だ
と
い
わ
れ
る
東
歌
で
あ
る
が
、
東
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国
の
人
は
農
耕
生
活
か
ら
季
節
を
認
識
し
た
の
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。

　

第
四
章
「
呉
声
子
夜
歌
―
子
夜
四
時
歌
の
形
成
―
」
は
、
楽
府
の
子
夜
四
時
歌
の
形
成
に

つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
季
節
の
中
の
恋
を
詠
む
こ
と
は
古
く
『
詩
経
』
の
「
七
月
」

に
遡
る
。『
楽
府
詩
集
』
の
「
月
節
折
楊
柳
歌
」
は
季
節
の
推
移
と
と
も
に
恋
を
詠
む
こ
と

に
お
い
て
は
子
夜
四
時
歌
と
共
通
す
る
。
こ
の
よ
う
な
十
二
月
歌
は
現
在
の
民
間
歌
謡
に
多

く
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
西
南
少
数
民
族
地
区
に
は
季
節
の
農
事
を
教
え
る
農
事
歌

が
多
く
あ
り
、
そ
れ
は
歌
掛
け
や
歌
垣
の
行
事
と
と
も
に
農
事
と
恋
を
詠
む
恋
歌
に
変
身
す

る
。
民
間
で
は
歌
掛
け
や
歌
垣
を
基
盤
に
し
て
農
事
・
季
節
・
恋
が
一
体
に
な
っ
た
季
節
の

恋
歌
が
形
成
さ
れ
、
一
方
都
市
で
は
文
人
の
詩
壇
や
妓
女
た
ち
の
社
交
の
場
が
歌
の
場
と
な

り
、
民
間
の
四
時
歌
を
季
節
の
恋
歌
に
変
身
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
と
論
じ
る
。

　

第
五
章
「
上
代
日
本
に
お
け
る
『
ふ
り
』
と
『
曲
』」
は
、『
日
本
書
紀
』
が
な
ぜ
「
ふ
り
」

を
漢
語
「
曲
」
を
用
い
て
表
記
し
た
か
に
つ
い
て
追
究
し
た
論
で
あ
る
。
和
語
の
「
ふ
り
」

は
日
本
古
来
の
歌
曲
名
と
し
て
存
在
し
た
。
一
方
、
中
国
に
お
け
る
「
曲
」
の
概
念
は
、
詩
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歌
に
音
律
を
合
わ
せ
て
楽
器
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。「
曲
」は
中
国
の
楽
府
に
多
く
見
ら
れ
、

楽
府
に
よ
っ
て「
曲
」の
概
念
が
形
成
し
た
と
思
わ
れ
る
。
上
代
日
本
に
お
い
て「
振（
ふ
り
）」

に
「
曲
」
を
用
い
た
の
は
『
日
本
書
紀
』
か
ら
で
あ
り
、
漢
語
「
曲
」
の
意
味
を
理
解
す
る

こ
と
で
、
中
国
の
楽
府
の
用
語
を
用
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
天
武
朝
に
お
い
て
国

風
整
備
が
急
が
れ
、
そ
の
基
本
を
礼
楽
に
置
き
、
そ
の
た
め
に
音
楽
整
備
が
行
わ
れ
た
も
の

と
思
わ
れ
る
。「
ふ
り
」
か
ら
「
曲
」
へ
の
展
開
は
天
武
天
皇
の
音
楽
の
整
備
と
関
わ
る
も

の
で
あ
る
と
論
じ
る
。  

　

以
上
が
各
章
の
概
要
で
あ
る
が
、
歌
垣
の
習
俗
か
ら
詩
や
歌
が
展
開
す
る
と
い
う
共
通
項

を
見
る
と
、そ
こ
に
は
東
ア
ジ
ア
に
展
開
す
る
文
化
の
共
有
と
い
う
問
題
が
明
ら
か
に
な
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
を
形
成
す
る
基
層
的
文
化
の
存
在
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
が
知

ら
れ
る
こ
と
、
古
代
日
本
に
展
開
す
る
恋
歌
は
、
そ
う
し
た
歌
垣
や
歌
掛
け
の
習
俗
を
背
景

と
し
て
成
立
す
る
文
化
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
に
違
い
な
く
、
そ
こ
に
は
東
ア
ジ
ア

に
共
通
す
る
民
間
歌
謡
の
性
格
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
結
論
と
し
て
い
る
。
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論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

　

本
論
文
は
、古
代
日
本
に
広
く
展
開
し
た
歌
垣
の
習
俗
を
通
し
て
古
代
歌
謡
や
『
万
葉
集
』

の
恋
歌
の
生
成
を
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
方
法
と
し
て
は
、中
国
の
古
典
詩
で
あ
る『
詩

経
』
や
六
朝
時
代
の
楽
府
詩
、
或
い
は
『
玉
台
新
詠
』
な
ど
の
文
学
文
献
と
と
も
に
、
中
国

西
南
地
域
の
少
数
民
族
文
化
を
参
照
軸
と
し
て
論
じ
た
と
こ
ろ
に
特
質
が
あ
り
、
そ
の
こ
と

に
よ
る
成
果
も
大
き
い
と
言
え
る
。
以
下
い
く
つ
か
の
例
を
取
り
上
げ
て
、
本
論
文
の
成
果

と
課
題
と
を
見
て
み
た
い
。

　

第
一
編
「
歌
垣
と
恋
愛
歌
謡
の
形
成
」
の
第
一
章
に
は
「
嬥
歌
と
歌
垣
―
東
ア
ジ
ア
の
歌

掛
け
習
俗
を
中
心
に
―
」
の
論
が
あ
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
嬥
歌
」
と
い
う
漢
語
は
、
筑
波

山
の
歌
垣
を
表
す
の
に
用
い
ら
れ
た
漢
語
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
契
沖
が
『
文
選
』
に
見
え
る

こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
そ
れ
が
何
を
指
す
の
か
明
ら
か
で
は
な
か
っ
た
。
本
論
文
で
は
こ
の

漢
語
が
中
国
南
方
の
巴
人
の
奇
習
を
指
す
こ
と
を
『
後
漢
書
』
な
ど
か
ら
探
り
、
そ
れ
が
こ
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の
民
族
の
歌
舞
の
様
子
を
意
味
す
る
こ
と
を
発
見
し
、
そ
の
巴
人
の
子
孫
と
い
わ
れ
る
の
が

現
在
の
土
家
族
で
あ
る
こ
と
を
突
き
止
め
、
土
家
族
地
区
に
は
擺
手
舞
と
い
う
歌
舞
が
行
わ

れ
て
お
り
、
こ
れ
は
中
国
の
史
書
に
記
録
さ
れ
た
巴
人
の
歌
舞
と
も
合
致
す
る
こ
と
確
認
す

る
。
そ
の
上
で
日
本
の
古
代
文
献
に
見
え
る
歌
垣
（
踏
歌
）
の
記
録
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、

こ
れ
が
土
家
族
の
擺
手
舞
と
も
合
致
す
る
こ
と
か
ら
、
高
橋
虫
麻
呂
は
漢
籍
の
知
識
に
基
づ

い
て
日
本
の
辺
境
の
地
の
民
俗
行
事
で
あ
る
歌
垣
を
「
嬥
歌
」
と
表
記
し
た
の
だ
と
結
論
す

る
。
こ
の
論
は
古
代
日
本
の
歌
垣
が
中
国
西
南
民
族
の
歌
舞
に
類
似
す
る
こ
と
を
指
摘
す
る

の
み
で
は
な
く
、
古
代
の
歌
垣
が
あ
る
共
通
し
た
文
化
性
の
中
で
中
国
西
南
か
ら
日
本
列
島

に
及
ん
で
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
も
の
で
あ
り
、
新
た
な
歌
垣
研
究
の
重
要
な
入
り
口
を
示

唆
し
た
と
い
え
る
。

　

第
五
章
の
「
門
前
の
歌
―
古
代
日
本
と
中
国
を
中
心
に
―
」
は
、『
万
葉
集
』
の
後
期
に

登
場
す
る
大
伴
家
持
や
湯
原
王
が
詠
む
〈
門
前
で
帰
さ
れ
る
歌
〉
を
中
心
に
論
じ
た
も
の
で

あ
り
、
な
ぜ
恋
歌
が
門
前
で
歌
わ
れ
る
の
か
と
い
う
疑
問
に
答
え
た
論
で
あ
る
。
こ
の
門
前
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の
恋
歌
は
、
中
国
古
典
詩
の
『
詩
経
』
に
「
門
」
に
ま
つ
わ
る
歌
謡
が
多
く
見
ら
れ
、
さ
ら

に
中
国
少
数
民
族
の
妻
問
い
の
習
俗
や
婚
姻
儀
礼
に
門
前
の
歌
が
歌
わ
れ
る
こ
と
を
確
か

め
、
恋
歌
を
門
前
で
歌
う
の
は
、
そ
れ
が
習
俗
と
し
て
存
在
し
た
か
ら
で
あ
る
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。
そ
の
上
で
『
万
葉
集
』
に
門
前
の
恋
歌
が
類
型
的
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
家

持
の
歌
は
そ
の
系
列
の
中
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
が
、
そ
れ
も
古
代
日
本
に
習
俗
と
し
て
存
在

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
論
じ
る
。
確
か
に
『
詩
経
』
で
は
「
東
門
」
や
「
垣
」
な

ど
が
男
女
の
出
会
い
の
場
、
歌
垣
の
場
と
し
て
見
ら
れ
、
中
国
西
南
少
数
民
族
に
も
門
前
で

恋
歌
を
掛
け
合
う
習
俗
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
『
万
葉
集
』
を
重
ね
る
こ
と
で

門
前
の
恋
歌
も
、
古
代
の
門
前
の
習
俗
の
中
に
形
成
し
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
民
族
を
越

え
て
現
れ
る
習
俗
の
普
遍
性
を
求
め
、
そ
こ
か
ら
形
式
の
類
型
を
取
り
出
し
て
問
題
を
明
ら

か
に
す
る
本
論
文
の
説
得
性
は
十
分
に
認
め
ら
れ
る
。

　

第
二
編
の
「
民
間
歌
謡
か
ら
詞
へ
」
は
、
民
間
の
歌
謡
が
ど
の
よ
う
に
文
芸
性
を
帯
び
る

の
か
を
追
求
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
四
章
の
「
呉
声
子
夜
歌
―
子
夜
四
時
歌
の
形
成
―
」
で
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は
、
楽
府
の
子
夜
四
時
歌
の
形
成
を
論
じ
る
。
古
歌
謡
が
季
節
を
織
り
交
ぜ
て
恋
歌
を
詠
む

の
は
、
す
で
に
『
詩
経
』
の
「
七
月
」
に
遡
り
、
ま
た
『
楽
府
詩
集
』
の
「
月
節
折
楊
柳
歌
」

は
季
節
の
推
移
と
と
も
に
恋
を
詠
む
こ
と
に
お
い
て
子
夜
四
時
歌
と
共
通
す
る
が
、
こ
の
よ

う
な
十
二
月
歌
は
現
在
の
民
間
歌
謡
に
多
く
存
在
す
る
も
の
で
あ
り
、
中
国
西
南
少
数
民
族

地
区
に
は
季
節
の
農
事
を
教
え
る
農
事
歌
が
多
く
あ
り
、
そ
れ
は
歌
掛
け
の
方
法
に
基
づ
い

て
農
事
と
恋
と
を
詠
む
恋
歌
に
変
身
す
る
。
こ
の
よ
う
に
民
間
で
は
農
事
・
季
節
・
恋
が
一

体
に
な
っ
た
季
節
の
恋
歌
が
歌
掛
け
を
通
し
て
形
成
さ
れ
、
都
市
で
は
文
人
や
妓
女
た
ち
の

社
交
の
場
で
民
間
の
四
時
歌
を
取
り
込
み
、
季
節
の
恋
歌
に
変
身
さ
せ
た
の
で
あ
ろ
う
と
論

じ
る
。
古
代
歌
謡
に
遡
れ
ば
季
節
感
を
伴
う
歌
謡
は
限
ら
れ
て
来
る
が
、
民
間
の
歌
謡
が
農

事
と
恋
と
を
一
体
に
歌
う
傾
向
が
あ
り
、
そ
れ
が
都
市
の
文
芸
と
し
て
季
節
と
恋
に
変
容
さ

せ
た
と
い
う
の
は
、『
万
葉
集
』
の
季
節
の
恋
歌
が
生
成
す
る
問
題
と
し
て
大
き
な
示
唆
を

与
え
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。

　

第
五
章
「
上
代
日
本
に
お
け
る
『
ふ
り
』
と
『
曲
』」
で
は
、『
日
本
書
紀
』
に
見
え
る
「
曲
」
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の
漢
語
を
和
語
の
「
ふ
り
」
と
の
関
係
か
ら
論
じ
る
。「
ふ
り
」
は
日
本
古
来
の
歌
曲
名
と

し
て
存
在
し
、そ
の
原
義
は
身
振
り
・
手
振
り
の
振
り
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
「
曲
」

へ
と
翻
訳
さ
れ
た
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
中
国
に
お
け
る
「
曲
」
の
概
念
は
、
詩
歌
に

音
律
を
合
わ
せ
る
楽
器
を
伴
う
も
の
で
、
こ
の
「
曲
」
は
中
国
の
楽
府
に
多
く
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
楽
府
に
よ
っ
て
「
曲
」
の
概
念
が
形
成
し
た
こ
と
を
論
じ
、
そ
の
上
で
上
代
日
本

に
お
い
て
「
振ふ

り

」
に
「
曲
」
を
用
い
た
の
は
『
日
本
書
紀
』
か
ら
で
あ
り
、
漢
語
「
曲
」
の

意
味
を
理
解
す
る
こ
と
で
、
中
国
の
楽
府
と
の
関
わ
り
を
目
論
ん
だ
も
の
と
推
測
し
、
そ
れ

は
天
武
朝
の
国
風
整
備
と
一
体
で
あ
っ
た
と
す
る
。
天
武
天
皇
は
治
国
の
理
念
を
礼
楽
に
置

い
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
ふ
り
」
と
い
う
和
語
を
「
曲
」
へ
と
翻
訳
し
、
楽
府
の
政
治
的
理

念
に
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
と
結
論
す
る
。
従
来
、
振
り
の
研
究
は
行
わ
れ
て
来
た
が
、
楽
府

と
の
関
係
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
楽
府
の
曲
と
の
関
係
を
説
い
て
、
そ
れ
を

天
武
天
皇
の
礼
楽
思
想
に
求
め
た
こ
と
は
高
く
評
価
で
き
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
『
万
葉
集
』
の
生
成
を
中
国
の
古
典
詩
や
少
数
民
族
文
化
を
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丹
念
に
調
査
し
そ
の
類
型
を
求
め
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
詩
歌
の
形
成
の
普
遍
性
を
明
ら
か
に

し
た
と
こ
ろ
に
特
質
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
今
日
的
な
視
点
と
主
題
を
自
覚
的
に

求
め
、
新
し
い
発
見
が
多
く
見
ら
れ
る
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
を
第
一
段
階
と
す
れ
ば
、
第
二

段
階
と
し
て
古
代
歌
謡
生
成
の
文
学
史
的
構
想
が
求
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
こ
こ
ま
で
の
論
を
よ
り
緊
密
な
も
の
と
し
て
構
成
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ

り
、
そ
の
こ
と
は
十
分
に
期
待
で
き
る
も
の
と
い
え
る
。
よ
っ
て
本
論
文
の
提
出
者
曹
咏
梅

氏
は
、
博
士
（
文
学
）
の
学
位
を
授
与
せ
ら
れ
る
資
格
が
あ
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
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